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石巻（宮城県）
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はじめに
　自治労の東日本大震災の派遣支援活動にご協力いただき、心より感謝申し上げます。
私たちの役割は、全国の自治労組合員の代表として被災地に入り、現地で苦闘する自治労組合員の仲間を支援する中から、被災したすべての人々の救援と復旧・復興に向けたお手伝いをすることです。現地で安全・円滑な支援活動が行えるようにするため、留意していただきたいことをまとめました。実際の活動に入る前に必ず確認していただくようお願いいたします。
現地は地震と津波によって甚大な被害が発生した地域であり、日常と異なる場面に遭遇することや、必ずしも物事が予定通りに進まないといったことも考えられます。このことを踏まえつつ、私たちには、被災地・被災者にとって何が必要かを考え、冷静かつ着実に目的を果たしていくことが求められます。
全国の公共サービスの職場で働く者が結集する私たち自治労が、全国の仲間の団結と連帯の力を活かし、それぞれの立場で被災地の方々を支えることが、復旧・復興に向けた次の一歩につながります。国難とも言える状況をすべての働く者・国民の力で乗り越えていくため、お互いに力を出し合っていきましょう。
　
自治労本部・地震対策本部
目　次
Ⅰ．支援活動の心がまえ・・・・・・・・・・・・
３
Ⅱ．現地活動での注意点・・・・・・・・・・・・　４
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Ⅵ．支援活動の「安全・過労・メンタルヘルス」対策について・・８
　●参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・　９
　
　
Ⅰ．支援活動の心がまえ
　
自治労派遣支援・３つの原則　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○被災地・被災者に迷惑をかけない
○現地の指示に従う
○安全確保
６つの「すること・しないこと」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■自己完結すること：現地の作業に必要な服装・携行品を必要に応じて持参し、現地購入は必要最小限にすること（保険等は自治労本部で加入）。貴重品の管理にも注意する（準備品についてはＰ５参照）。
■被災者への気遣いを忘れないこと：あいさつ、言葉づかいなど、被災者の心情やプライバシーに配慮すること。組織内の被災者を優先することなく、自治労の代表として、すべての被災者に公平に対応すること。
■「思い込み」を捨てること：自分の価値観を相手に押しつけず、相手（被災者・他の支援の組合員）のニーズを見極めて行動する。
■集団行動のルールを守ること：問題が発生した場合は、自分勝手に判断せず、仲間同士で相談するか、現地対策本部の指示を仰ぐ。
■無理をしないこと：休息、睡眠はしっかり取り、疲労を蓄積しないようにする。体の不調を感じたら、無理をせず活動を休止・中止すること。
■抱え込まないこと：一人で仕事を抱え込まない。被災者から個別に依頼された場合は、安請け合いがかえってEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あだ),仇)とならないよう、現地対策本部と連携して対応する。専門知識が必要な場合は、その道のプロに任せる。
Ⅱ．現地活動での注意点
１．作業開始前
○グループ内の人数がそろっているか確認する。
○メンバーの健康状態を確認する。体調不良の場合は無理をしない・させない。
○現地対策本部から支給・貸与された物品を確認する。
２．作業中
○長時間連続して作業しない。一定時間ごとの目安を決めて休憩をとる（作業強度に応じて、連続作業時間を調整する）。
○各人が共同で活動することに留意し、作業場所の整理・整頓に努める（とくに屋内作業）。ショベル等の器材を使用する際は、自分と周囲のけがに注意する。
○地震・津波に関する情報に注意し、警報・注意報が発令された場合はすみやかに避難する。
３．非番および休憩中
○あらかじめ指定された場所で休憩を取る。休憩場所も整理・整頓を。
○慣れない土地での移動・活動のため、普段よりも疲労度が増します。非番のときは、時間が多くあるように思えることもあるかと思いますが、次の当番に備え、しっかりと休養してください。

○しっかり栄養補給する。水分はこまめに摂る。季節的にまだ寒いため、のどの渇きを感じにくい。脱水症にならないよう気をつける。
○トイレは決められた場所を利用する。環境的にトイレが各地にあるとは限らない場合もあるので、早めにトイレに行くことが望ましい。
○喫煙は現場の指示に従い、火の始末に十分気をつける。
４．作業終了後
○グループ内の人数がそろっているか確認する。
○けが・病気などが無いか確認する。
○ごみは持ち帰りが原則。
５．宿泊・滞在場所
　○整理・整頓、節電・節水に留意する。
　○インフルエンザ・食中毒の予防に留意する（手洗い励行、咳エチケットなど）。
○飲酒・喫煙は現地の指示に従い、他の参加者に迷惑をかけないよう、節度を保つ。火の始末にも留意する。
　○地震・津波に関する情報に注意する。
※その他、現地対策本部の指示に従って行動すること※
Ⅲ．準備品リスト
服装や携行品は、派遣支援活動の地域・時期・活動内容等によって異なります。ここでは参加者が持参する基本的な物をご紹介します。（現地の状況によって必要となるものは変わってきます。現地情報とあわせて準備してください）
	活　動　時　の　準　備　品　（　▲　は　で　き　れ　ば　用　意　）
	ﾁｪｯｸ
	項目
	備考

	
	
	リュックサック（行動用）
	両手を自由に使えること

	
	
	衣類（作業着・着替えを含む）
	けが防止のため、長袖・長ズボン

	
	
	防寒具
	ウィンドブレーカー、防寒下着など

	
	
	雨具（上下）
	　

	
	
	折りたたみ傘
	　

	
	
	底の厚い長靴または安全靴
	鋭利な物を踏む場合があるので、丈夫なものを推奨

	
	
	軍手
	滑り止め付き・厚手のもの

	
	
	ヘルメット
	ガレキ撤去作業等の可能性があるため

	
	
	ゴム手袋
	厚手のもの

	
	
	マスク
	ほこり・臭い対策用

	
	
	タオル
	汗ふき用など数枚

	
	
	常備薬
	各自必要なものを準備（絆創膏・胃腸薬・目薬など）

	
	
	ビニール袋
	大・小各種適量

	
	
	メモ帳・筆記用具
	記録時に必要

	
	
	携帯電話・携行充電器
	活動地域により利用可能な状況が異なることに留意

	
	
	健康保険証のコピー
	　

	
	
	運転免許証
	　

	
	
	帽子
	

	
	
	▲食べ物
	非常用（日持ちのするもの）　＊食事は本部が用意

	
	
	▲水筒
	作業用の水分補給用（水道水は飲めます）

	
	
	▲簡易懐中電灯
	予備用電池

	生活時の準備品
	　
	衣類（着替え）
	　

	
	　
	洗面・洗濯用具
	　

	
	　
	タオル
	数枚

	
	　
	ポケットティッシュ
	ウェットティッシュもあると便利

	
	　
	寝具（寝袋等）
	宿泊する状況によって、異なります


■本部が用意し全員に渡すもの　　①腕章、②首かけ式ボールペン（黄色）、③首かけ式ネームホルダー、④ゼッケンを現地で配布します。安全と自治労の派遣支援の証明のため、参加者は必ず着用してください。
Ⅳ．自治労復興支援活動に参加する方のための「災害ボランティア保険」について
　
　復興支援活動への参加、お疲れ様です。皆さんが加入している「災害ボランティア保険」は以下のようなものです。

１．保険の概要

　支援活動に出発した時から帰着するまでの間に発生した不慮の事故に対して補償されます。天災危険特約付となりますので、地震・津波によるケガは補償されますが、核燃料物質などの放射性・爆発性・有害な特性による事故は対象外となります。

２．保険の内容

	死亡・後遺障害
	500万円
	支援活動中のケガ、地震・噴火・津波によるケガ、交通事故によるケガ、航空機事故によるケガ、宿泊施設の火災等によるケガ、細菌性食中毒およびウイルス性食中毒　等

	入院日額
	5,000円
	

	通院日額
	3,000円
	

	個人賠償責任
	2,000万円限度
	誤って他人のものを壊した場合、誤って他人をケガさせた場合、自転車で他人をケガさせた場合　等　

	救援者費用
	100万円限度
	航空機が遭難した場合、被保険者がケガで亡くなられた場合、ケガで14日以上入院された場合等に親族が負担した捜索・援助費用や交通費・宿泊費用等を補償します。


３．事故が発生した場合

　万一、事故が発生した場合は現地の指示にしたがいご報告ください。

　保険請求にあたっての連絡先は次の通りです。


＜株式会社自治労システムズ　総合サービス本部（本保険の取扱代理店）＞

ＴＥＬ：03-5226-3424　ＦＡＸ：03-5213-5485
この説明書は、保険契約者である全日本自治団体労働組合が被保険者の皆様に保険の内容を簡単に説明するために作成したものです。詳細な内容は保険約款によるものとします。
Ⅴ．病気・けがの予防
　被災地の活動では、自分自身のみならず、他の支援の組合員、他のボランティア参加者や被災地の方々の健康を確保するため、けがや病気の発症を未然に防ぐことが重要です。被災地は季節的に寒暖の差が大きく、がれきなどからほこりが舞いやすい環境です。こうした環境に留意して対策を考えておく必要があります。

【インフルエンザ】高熱、全身の倦怠感・痛みのほか、気管支炎や肺炎を併発することもあり、重症化すると生命にかかわります。集団発生を防がなければなりません。
☞手洗い、うがい、マスク着用を励行すること。インフルエンザが疑われる症状が出た場合は、活動を中止し、医師の診察を受けること。
【食中毒】ノロウイルス、黄色ブドウ球菌などによる下痢、おう吐、発熱など。重症化すると生命にかかわります。集団発生を防がなければなりません。
☞こまめに手洗いを励行すること（とくにトイレ使用時）。食品を調理する場合は、食材の加熱、まな板、包丁などの洗浄・消毒を励行すること。疑われる症状が出た場合は、活動を中止し、医師の診察を受けること。
【外　傷】がれきやガラスなどで切り傷を負ったり、クギを踏み抜いたりした場合、放置すると細菌感染による化膿、破傷風菌に感染する可能性があるので注意が必要。
☞後片付けなどの作業の際には、長袖など肌が露出しない服装、軍手着用、底が厚めの靴着用に留意する。外傷を負った場合は、すみやかに消毒する。傷が深い場合は医師の診察を受けること。
【低体温症】体の中心部の体温が35度以下になると、体のふるえ、動きが鈍くなるなどの症状があらわれます。さらに体温が下がると、意識がもうろうとし、正常な判断ができなくなり、最悪の場合生命にかかわることもあります。
☞衣類が濡れないよう気をつけること。濡れた衣服を着たままにしないこと。
【低温やけど】カイロ、湯たんぽなど、体温より高い温度のものを長時間肌に当てることで発症します。見た目よりも皮膚の深くまで損傷している場合もあり、放置すると重症化しやすいので注意が必要です。
☞カイロなどを直接肌に貼らない。長時間貼らないようにする。
【脱水症】気温が上がる夏場だけでなく、寒い時期でも、空気の乾燥や排尿回数の増加で、体内の水分が減少しやすいので注意が必要です。頭痛、めまい、発熱、けいれん等の症状があらわれるほか、血流悪化や血圧低下によって血栓ができやすくなることで、最悪の場合生命にかかわることもあります。
☞のどの渇きを感じる前に、少量の水分（薄めたスポーツドリンクなど）をこまめに摂ること。カフェインを含む飲料（濃いお茶・コーヒー、ビール）はできれば避けたほうがよい。
Ⅵ．支援活動の「安全・過労・メンタルヘルス」対策について
　※詳細については、県本部に送付してある個人用「惨事ストレスとメンタルケア　派遣支援活動を行うあなたへ必読書」をご確認ください。

ステップ１　自分の立ち位置を知る
　　　　　　　↓
ステップ２　休憩をとる仕組みをつくる
1 支援日数は、できれば１週間くらいとる
2 被災地の人は不眠不休の興奮状態
3 各自が休憩を取れるローテーションを作る
　　　　　　　↓
ステップ３　ＯＮとＯＦＦの切り替えを明確にする
　　　　　（ＯＮ）
1 出発式等を行い、被災状況や安全確認を行う
2 朝礼で、今日やることを決めて、リーダーの指示にしたがう
作業内容、作業時間、前日の引き継ぎ事項等
　　　　　（ＯＦＦ）
3 交代で必ず休憩を取る
4 夕礼で、どこまで作業したか、その日感じたことを提案、反省点等を話し合う
　　　　　　　 ↓
ステップ４　現場でリラックスする
　　　　　　　 ↓
ステップ５　クールダウン
1 ボランティア報告会をする
2 自分のストレス状態をチェック
3 １ヵ月後チェック
＝参考資料＝
●各地の気象データ（過去30年間の平均　気象庁データを基に作成）
折れ線グラフ：気温（上点線=最高気温　実線=平均気温　下点線=最低気温）
棒グラフ：平均降水量



●支援県と派遣県本部一覧
【岩手県本部　支援】

北海道本部、青森県本部、秋田県本部、山形県本部、滋賀県本部、京都府本部、
奈良県本部、和歌山県本部

【福島県本部　支援】

新潟県本部、群馬県本部、栃木県本部、埼玉県本部、東京都本部、神奈川県本部、

千葉県本部、山梨県本部、静岡県本部

【宮城県本部　支援】

長野県本部、富山県本部、石川県本部、福井県本部、愛知県本部、岐阜県本部、
三重県本部、大阪府本部、兵庫県本部、岡山県本部、広島県本部、鳥取県本部、
島根県本部、山口県本部、香川県本部、徳島県本部、愛媛県本部、高知県本部、
福岡県本部、佐賀県本部、長崎県本部、大分県本部、宮崎県本部、熊本県本部、

鹿児島県本部、沖縄県本部
【ｍｅｍｏ】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	自治労　派遣支援活動報告書
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	今回の参加形態（いずれかに○）　

公務出張扱 　職務専念義務免除 　組合休暇 　ボランティア休暇  年次有給休暇



	日　　　時
	　　
　　　年　　　　月　　　　日（　　　　）　　

～　　　　月　　　　日（　　　　）
　　

	場　　　所
	

	支援活動の

内容
	

	感想・意見等
	



�





単組名





名　前





【Ver.２】





※この報告書は、必ず任務終了時に現地対策本部事務局にご提出ください。





～惨事ストレスとは～


大規模な災害や事故現場で悲惨な光景を目撃したり、職責を果たせなかったという思いにさいなまれたりした結果起こる不眠や気分の不良、放心状態などのストレス反応。
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